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我が国では  が、 

「燕窩」（燕の巣）は伝統的な漢方の生薬です。 

 

 

「燕窩」はいくつかの漢方の古書に 

効果効能が記載されています。 

 

漢方の古書「本草從新」には 

副作用のない  と謳われています。 

 

 

我が国でもよく知られている通り 

古来より中国では王侯貴族などに 

として珍重されてきています。 
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漢方の古書名 記載されている効果効能 

物理小識 頻尿を止める 

本経逢原 
腎気を益し、肺を滋して、胃気を安らげる。虚労を調え補う、咳嗽し血痰を

治す。 

閩小記 痰疾を癒し、小児痘疹を益す。 

本草縦新 
肺を大いに養い、痰を化し、咳を止め虚労衰弱・肺結核を調える聖薬

である。 

本草再新 
元気を大いに補い、肺を潤し、虚労・咳・痰・喀血・吐血を治し、腸をなめら

かにして、胃を開く。 
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燕窩はいくつかの漢方の古書に前頁の表にありますような効果効能が記載されています。そう

いった効果効能が上図に図解されています。 

 

燕窩の効能による効果は全身のいろいろなところに及びます。 

 

体力充実、皮膚のはり・つやといった若返り、精力と生気の充満、頭脳明晰、血色良好、といっ

た効果もみられ、不老長寿の仙薬といわれる所以でもあります。 
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「燕窩」には、「天然 E.G.F.様物質」、「天然 F.G.F.様物質」、「シアル酸を有する良質の糖たんぱ

く質」などが主な有効成分として含まれていることが明らかになってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの有効成分の効能がもたらされることで、前述の漢方の古書に記載されています様々な

効果が現代的に説明できることになります。 

 

 

美津村は独自の「マイルドリアクト製法」によって、本来消化吸収しにくい燕の巣の有効成分を

消化吸収しやすい状態にした「燕窩エキス」の製造に成功しています。 
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少し見ていきたいと思います。 

 

「天然 E.G.F.様物質」は表皮の成長因子として、お肌のターンオーバーを活発にしま

す。 

 

人体内では E.G.F.（表皮成長因子）と呼ばれるたんぱく質が働いています。 

 

E.G.F.は細胞の成長と増殖の調整に重要な役割を担っています。 

 

燕窩の主要成分のひとつであります「天然 E.G.F.用物質」は人体内の「E.G.F.」によく似た構造

のたんぱく質で、「E.G.F.」同様の働きをします。 

 

漢方の古書には「表を固める」との記載があります。 

 

しっかりとした皮膚の形成をもたらし、菌などの異物に対する物理的バリアーを強化し、「健康

的なお肌」をもたらします。 

 

毛髪に関連しましては、「健康的な頭皮」をもたらすことになります。 

 

また、消化器官や、気管支はじめ呼吸器官の表面の粘膜層の形成を健康的なものとし、粘液

を潤沢にします。 

 

漢方では、皮膚病、慢性の咳・痰・血痰、慢性嘔吐、消化不良、慢性の便秘、といった症状に効

果を認めており、総じて肺や胃などに良いとされています。 
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ヒトの細胞を用いた実験では 美津村「燕窩エキス」は  角化細胞の増殖を 約

１．６倍 促進し ています。 

  

美津村「燕窩エキス」に 含まれる E.G.F.様物質が 作用しますと 表皮の成長が促進し、「健

康的なお肌」が生まれます。 

 

また、表皮の傷の修復を速めますので表皮の物理的なバリア機能が 強化されることになりま

す。 

 

 

「天然 F.G.F.様物質」は線維芽細胞の増殖を促します。 

 

線維芽細胞は真皮の中にも存在して、コラーゲン、エラスチン、ヒアルロン酸、コンドロイチン硫

酸などの真皮層を支える物質を産生しています。 

 

コラーゲン繊維はお肌や毛髪以外にも、血管や骨、内蔵、腱、靭帯など全身にかかわるもの

で、体重５０㎏くらいの方の体内には約３㎏のコラーゲン繊維が存在しているといわれています。 

 

コラーゲンは、血液中を流れる赤血球や白血球などの細胞を除いた、ほぼすべての細胞の支

えとなっており、人体内の隅々にまで張り巡らされています。 

 

コラーゲンが劣化しますと、人体内の隅々にまで張り巡らされたコラーゲンの劣化という問題に

なり、コラーゲンの劣化は全身的な問題となります。 
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決して、お肌や毛髪の見た目が老化するといった表面的な問題にとどまるものではありませ

ん。 

 

皮膚に弾力性がなくなり、頭皮のコラーゲンが劣化すれば毛髪は細くなり傷みやすくなりがち

で、また、抜けやすくなったりしていきます。身体が硬くなり関節の可動域が狭くなっていくだけで

はありません。血管も硬くなり破れやすくなります。骨も折れやすくスカスカになり、内蔵もしなや

かさを失って働きが悪くなります。 

 

腸がしなやかさを失えば、消化吸収や便通にも支障がでることにもなります。 

 

膀胱のコラーゲンがしなやかさを失えば、膀胱が硬くなり頻尿に結びついていきます。 

 

漢方では、皮膚のはり・つやといった見た目の若返り、血色良好、血行障害、脾臓や胃の虚

弱、慢性の便秘、頻尿、といった症状に効果を認めています。 

 

血管のコラーゲンがしなやかさを取り戻し血管がしなやかになることや、胃や腸や膀胱などの

内臓が柔軟性を取り戻して動きがよくなる結果ではないかと思われます。 
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ヒトの細胞を用いた実験では 線維

芽細胞の増殖を 約１．８倍 

促進しています。コラーゲン ヒアルロン

酸 コンドロイチン硫酸 エラスチンの 産

生が盛んになり真皮層の ハリと 潤いを 

高めることになります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体が硬い？  コラーゲンの劣化です！！ 

 

身体の硬い人は血管も硬く、骨も内蔵もしなやかさを失っています 

気道や胃・腸などの消化器の粘膜層も薄くなり粘液の潤いが乏しくなります 

 

図はインターネットより引用 

 

赤血球・白血球などの一部の細胞を除いて、あらゆる細胞はコラーゲン繊維を含む細胞間基質を足

場としています。それらの細胞は細胞間基質の足場に接着していないと増殖できません。そのことを

「細胞の足場依存性」といいます。 

足場依存性の細胞は足場となる細胞間基質を離れると生きていけなくなりアポトーシス（プログラム

化された自殺）します。足場依存性の細胞が細胞間基質との接着を喪失することによって誘導されるア

ポトーシスのことをアノイキスといいます。 

そういったことで、血液細胞など一部の細胞を除いて、人体内のすべての細胞にはコラーゲン繊維を

含む細胞間基質に接着しており、コラーゲンが全身に張り巡らされることになっています。 

そのため、高齢化などによってコラーゲンが劣化してしなやかさを失う事態は、お肌や毛髪だけでは

なく、関節の可動域、体の柔軟性、血管の柔軟性、内臓や諸器官の不調など全身に影響が及ぶことに

なります。 

コラーゲンの劣化は全身から若々しさを奪っていきます。 
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上記イラストはインターネットのフリーイラストより引用 

 

 

医療法人社団わかと会  ホームページ 坑糖化コラム より引用 

 

コラーゲンが糖化し  メイラード反応が進み 

骨は褐変化  しなやかさを失い  すかすかに 
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「シアル酸を有する良質の糖たんぱく質」は細胞膜表面の「糖鎖」にかか

わるほか、血中や体液中をただよう「糖たんぱく質」にもかかわる大切な物質で、全身の健康を支

えます。 

 

糖たんぱく質は糖鎖と

たんぱく質が結合したも

のです。 

 

燕窩に含まれる糖た

んぱく質にはシアル

酸を有するもの

が豊富にあります。 

 

人体内の糖鎖は、グルコース（ブドウ糖）、ガラクトース、マンノース、フコース、キシロース、N-

アセチルグルコサミン、N―アセチルガラクトサミン、N-アセチルノイラミン酸（シアル酸）の８種

類の単糖を構成成分として形成されます。 

 

８種類の単糖を組合わせて連結された糖鎖は、たんぱく質や脂質とつながり、それぞれ、糖

たんぱく質、糖脂質となって安定した分子となります。 

 

糖たんぱく質は、血液中など体内を浮遊するものと、細胞膜にたんぱく質が

うめこまれて細胞膜表面の糖鎖として細胞膜の「ひげ」となるものがありま

す。 

 

糖脂質は細胞膜表面のリン脂質と結合して細胞膜表面の糖鎖とし

て細胞膜の「ひげ」となります。 

 

燕窩にはシアル酸が豊富に含まれています。燕窩には 100ｇ当たり 11000ｍｇとローヤルゼリー

の 200倍ものシアル酸が含まれています 

 

シアル酸は新生児の免疫に関わる物質だといわれて

おり、母乳（初乳）にも多く含まれています。 

 

また、ラットの Y字迷路の実験では、シアル酸は学習

能の向上にも効果的であるとの結果となっています。 

 

シアル酸は赤ちゃんが健康的で賢く育つのに必要な物

質だといわれています。 

 

シアル酸は体内では「マイナスイオン」として存在し、血

液をサラサラにして血流を改善するなど、還元体質をもた

らすほか、脳神経やホルモンにも関わります。 
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下図のように細胞膜の表面にはたくさんの糖鎖が髭のように伸びています。 

 

そして、この糖鎖の末端に青丸で示したシ

アル酸が「マイナスイオン」として存在してい

ます。 

 

糖鎖は細胞のアンテナともいうべきもの

で、細胞にとって大切な働きをしています。 

 

糖たんぱく質の糖鎖の先端にシアル酸(N-

アセチルノイラミン酸)がくっ付いています。 

 

シアル酸の構造式は右図のようになります。 

 

赤字で「COO― シー・オー・オー・マイナス」と書か

れていますが、シアル酸は体内では水素イオンが分

離して、マイナスイオンとして存在します。 

 

糖鎖は活性酸素に壊されがちですが、糖鎖の末端にマイナスイオンとして存在するシアル酸が

活性酸素に対抗して糖鎖の崩壊を防ぐ役割を果たすことになります。 

 

細胞膜表面の糖鎖は細胞にとってのアンテナともいうべきもので、細胞膜表面の糖鎖が失わ

れたり異常になったまま修復されない状態ともなれば、細胞内にいろいろな信号がつたわらない

ことになってしまい、細胞内の代謝が悪くなったり異常になったりします。 

 

この結果、細胞の働きが悪くなったり、異常な反応になったりしていくことなり、老化が加速され

ることや病気の原因に結びついていくことになっていきます。 

 

さらには、神経細胞同士の情報伝達にも支障をきたしたり、免疫細胞同士の連携にも異常がも

たらせ、感染症にも脆弱になるほか自己免疫疾患などにもかかわることになっていきます。 

 

 

糖鎖が健全に形成されていればインスリンがしっか

りと働き細胞へのブドウ糖の取り込みを促進し血糖値

の上昇を抑制します 

 

糖の取り込みがよくなった細胞は元気に働き続けら

れることになり、疲れにくくもなります。 

 

糖鎖が活性酸素などによって壊されたり、細胞膜表

面に糖鎖が健全に形成されなくなっていきますと、血糖山本英夫 編 「糖鎖の健康学」Ｐ．40 より引用 
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値は上昇し細胞は元気を失っていくことになり、病気の原因ともなりがちです。 

 

細胞への糖の取り込みがよくなりますと、コラーゲンの糖化をはじめとして、体内の大切な働き

をしているたんぱく質の糖化が抑制され、身体全体が健康的な状態となっていきます。 

 

糖鎖のはたらき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図はいずれもインターネットのフリーイラストより引用 

 

「糖鎖栄養療法」と呼ばれる療法があります。 

 

「正常な糖鎖構造が自然治癒力を強化する」との考え方から、異常にな

った糖鎖を修復しながら通常の治療を施せば、病気の治癒には効果的だとされています。 

 

「糖鎖栄養療法」では糖鎖を構成する８種類の単糖類を含む「糖鎖栄養食品」の摂取が推奨さ

れています。 
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シアル酸と血流 

 

赤血球表面の電子

顕微鏡写真です。 

 

モヤモヤした感じ

のひげのようなもの

が糖鎖です。 

 

糖鎖の先端にはシ

アル酸があります。 

 

 

 

右図は血管を輪切りにした電子顕微鏡写真です。 

 

細かい毛が無数にあります。この毛は血管の内皮細

胞表面の細胞膜にある糖鎖です。 

 

これらの糖鎖の末端にはシアル酸がくっ付いていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

血管の内皮細胞と血管内を流れている赤血球の表面にはシアル酸が存在しています。これら

のシアル酸は電気的にはマイナスになっています。 

 

電気的にマイナスの物質同士は反発しあいます。 

 

赤血球は血管の中をリニアモーターのように流れることができます。 

 

シアル酸はドロドロ血をサラサラ血にする効果があります。 

 

シアル酸は人体内ではマイナスイオンの状態で存在しますので、血流を改善したり、免疫バラ

ンスを Th１優位にするほか、体内を還元状態に導いていくことになります。 
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簡単に見てきましたように、燕窩の主たる有効成分の効能は全身に及びます。 

 

漢方の古書に記載のある、肺を滋す、咳嗽し血痰を治す、咳を止め、胃気を安らげる、腸をな

めらかにし胃を開く、頻尿を止める、虚労を調え補う、などといった効果に関して、燕窩の主たる有

効成分の効能に鑑みて、現代的にも理解できるものだと思われます。 

 

更年期障害の症状が緩和する事例も多く、「燕窩」は性ホルモンにも関与すると思われます。 

 

「燕窩」は細胞膜表面の性ホルモンの受容体の糖鎖の修復に関与して、細胞の性ホルモンの

感受性を向上させると考えられます。 

 

その結果、更年期障害の症状が解消したりすることになるのではないかと思われます。 

 

中国の歴代の皇帝に愛用されてきていることからも、「燕

窩」がテストステロンを増やすことはよく知られています。 

 

楊貴妃をはじめ、歴代の皇帝や皇妃たちに愛用されてき

ていることは記録にも残されているようです。 

 

性ホルモンに関与するようですので、男性に活力を与

え、女性に潤いをもたらす、といったお声もずいぶん聞かさ

れてきています。 

 

更年期障害から、少し脱線しますが、「燕窩」は、糖鎖に

関与するようですので、卵子の糖鎖と精子の糖鎖にも関与

すると思われます。 

 

卵子の糖鎖と精子の糖鎖が正常でなければ受精は成立

しません。 

 

そういう意味では、「燕窩」は受精の成立に関与するように思います。 

 

中国の歴代の皇帝と皇妃にとって、「お世継ぎ」は重要問題です。 

 

「燕窩」が重宝された理由のひとつのように思います。 

 

燕窩の主たる成分の効能は、お肌や毛髪など見た目の若返り、身体全身の柔らかさを取り戻

し、関節の可動域を広げ、細胞から元気にして、動きがきびきびとして歩く姿も若々しく、しなやか

な血管、サラサラの血流により、全身の細胞に必要な酸素や栄養などが行き渡り、内臓や諸器官

も柔らかな動きを取り戻し、細胞膜表面の糖鎖が整い細胞の代謝がよくなるなど、身体全身の内

側からも、また、見た目にも若さをもたらします。 

 

まさに「不老長寿の仙薬」だといえるでしょう。 

今田勝美 著 燕窩 P.11 より引用 
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